
 

 

令和 3年度 第 5回運営委員会議事録 

 

■日時：令和 3年 9月 27日（月）14:00～16：00 

■手法：Web会議システム(Zoom) 

■参加：鈴木勝行、宮﨑弘子、山本実穂、木内勝司、佐藤英人、浅井敬三、川島秀男 

 オブザーバー参加：山本悦男 

■議長：鈴木勝行 

■書記：木内勝司 

■資料：議事次第 

 

■議題 

1. 標識アユの遡上調査について 

 ・鈴木、山本、浅井、白石さんで一緒に調査。１匹だけ標識アユを小川町下里で確認。その他、 

 白石さんのお兄さんが栃本堰で別途確認。 

 ・標識アユの放流直後に県水産試験場が受け網で調査。アユは採捕できなかったが、他の魚種は 

 採捕できた。調査がまとまったら、荒川流域ネットワークに連絡をくれることになっている。 

 ・今後、矢来堰の下に滞留アユがいる可能性があるので、１回調査をしたい。 

 ・都幾川のアユと槻川のアユを比べると、槻川の方が少し大きかった。槻川の方は水温が 

 高く、苔の生育が良く生育環境がいいのかもしれない。 

 ・調査の前半はアユの採捕数が少なく、後半の方が多かった。他の魚種も下流の方が少ない。槻 

 川ではニゴイが多かった。調査の時に雨が多く、水量が多かった。 

 ・入間川浅間堰について、金澤さんから調査をした方がよいとの意見があり、今後日程が合えば 

実施したい。 

 ・浅間堰の魚道の改善結果はまだわからない。矢颪堰下流でアブラビレが切除されたアユを友釣 

りで釣ったという情報が、入間漁協からきている。 

 ・10月 9日に特別解禁が上流であるので、あと 2～3回調査をしたい。 

 ・来年、渇水時に浅間堰の流されたコンクリート隔壁の修繕が必要。 

 ・長楽堰のところもできれば修繕したい。棚田式に 2段つけるとアユが上れると思う。県に相談 

した上、冬場に小規模な工事をやってみたい。 

 ・今後は落ちアユの時期になり、集まっているところでしか捕れず、調査は半月ぐらいしかでき 

ない。 

・アユの遡上調査結果の中間報告もホームページに掲載する。データを鈴木から佐藤さんに送る。 

 

2. 一斉水質調査について 

 ・大熊さんから、印刷枚数が多いので少なくしたいとの連絡があった。今まで 1,000部印刷。 

 ・今後は 700部でよい(大熊 500/郵送とシンポジウム、鈴木・宮崎 100、その他 100)⇒渡邉さんに 

 連絡する。 

 ・印刷は東京工芸社に発注する。前回ネット印刷はどうかという話が出たが、今回は予算あるから 

多少高くても原稿チェックをキチンとしているところよい。 

 ・ネット印刷を前提にした予算でないとだんだん助成が厳しくなるが、今後はその時に対応する。 

 ・小畔川の会が解散するとの情報がある。生活クラブ生協の立場で廣川さんが協力している。今後 
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は生活クラブ生協日高支部の名前で実施することになるかもしれない。飯能の河原部の会も 40 

代で元気。 

 ・越辺川も調査したいところがあるが、鳩山環境フォーラムの愛場さんが動かないと難しい。 

 ・水質調査結果のホームページへの掲載はどうするか。去年は 11月 30日に公開した。 

 ・原稿があるのですぐにでも掲載できる。渡邉さんと相談して 10月には出せる。 

 

3．シンポジウムについて 

 ・来年 3月の予定。新型コロナの状況によっては Zoom会議。 

 ・2022.3月 20日、嵐山で開催する方向で準備する。 

 ・会場の女性教育会館は、緊急事態の時には利用はできないが、それ以外は利用できる。 

 ・その時の状況でやれることをやればよいと思う。オンラインでの会議の方法について宮崎さんが 

調べる。 

 

4. その他 

 ・鴻巣市で関係者についてコウノトリ施設の見学会があった。子供動物園から 3人の飼育員付き 

 でコウノトリをもらってくる。エサは当面冷凍のアジやワカサギ。本当は生きたドジョ 

 ウがよい。 

 ・豊岡、越前、野田市に続き、鴻巣市は 4か所目の野生放鳥のための施設が認可された。 

 ・一般公開は来年の 1月下旬くらい。その時に荒川ネットも見学にきたらどうか。2～3月にヒナ 

 が生まれる。 

 ・休耕田を借りてドジョウを養殖しているが難しい。大分の別府、島根県の安来はうまくいって 

 いるが、成功すれば 3例目となる。 

 ・コウノトリは、オタマでもカエルでもヘビでも何でも食べる。カメでも甲羅だけ残す。ザリガ 

 ニでも、冬場雪が降って他のえさが取れないときはハサミを取って食べる。大きなフナも何度 

 もたたきつけて弱ってから食べる。 

 ・野外でコウノトリを見かけたらメールが欲しい。飛んでいるときは翼幅 2 メートルにもなり、 

 アオサギより大きい。大きいからすぐわかる。 

 

 ・彩の川研究会の話題。ホームページを検索すればこれまでの調査結果が掲示されている。 

 ・荒川太郎衛門のイベントはコロナ禍で今年も中止。草刈りは職員のみで実施。 

 

 ・明日、明後日、入間川の調査をしたい。上奥富堰のあたりで、鈴木さん、浅井さんが実施。 

 

 

◆次回予定 令和 3年度 第 6 回運営会議 / 日時：2021年 10月 25日(月) 14:00〜 

 場所：Web会議システム(Zoom) 

 

以上 
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